草津市立水生植物公園みずの森：概要

ハスとスイレンの世界
草津市立水生植物公園みずの森は1996年に開園しました。この公園は、琵琶湖の南東岸にあり、同時期に開館した自然史博物館である琵琶湖博物館と小さな半島を共有しています。この植物園の見どころは日本最大級のハスとスイレンのコレクションです。これは、2016年に謎の消失を遂げるまで、施設の隣の湖で繁茂していた13ヘクタールのハス群生地に由来しています。

一般にみずの森と呼ばれるこの庭園には年間10万人以上の来園者が訪れます。ハスとスイレンが開花する6月と7月が最も混雑しますが、年間を通して水生植物が見られます。この植物園には、温帯性と熱帯性の150種類のスイレンと、日本の象徴的な花であるハスが100種類あります。みずの森への訪問は、日本文化において重要な位置を占めるこの花をよく知る絶好の機会です。 

施設は、大きな建物であるロータス館と、その周囲の池や庭園からなります。ロータス館にはいくつかのアトラクションがあります；ハスとスイレンに関する15分間のビデオを上映する映像ホール）や、科学と文化におけるハスの重要性に関する展示、一年中熱帯スイレンが咲く温室、小さなハス池が付属する屋外テラス、そして庭園と湖を一望できるカフェテリアです。 

施設の屋外部分には複数の庭園があります。ロータス館の外にあるコミュニティ広場では季節の花が展示されています。教材園にはハスの花で満たされた2つの長い水槽があります。花影の池は、フランスのジヴェルニーにある印象派画家クロード・モネ（1840 -1926）の庭園にインスピレーションを受けたスイレンの池です。湿生花園では日本のアヤメと秋の草花が見どころとなっており、一方、有志の園芸愛好家によって栽培されているボランティアガーデンは、典型的なイギリス式庭園に近いものとなっています。

みずの森のすべてを見るには少なくとも1時間から1時間半ほどの時間を見込んでください。アクセスは車か、JR草津駅西口からバスを利用します。
